
































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.5.10 J2-5 孔の調査結果 

-64-



図-4.5.11 BHS 測定結果による割れ目系解析結果(J2-5 孔) 
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図-4.5.12 孔内水位変化図と地下水帯判定(J2-5 孔) 
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（5）J2-6 

図-4.5.13～図-4.5.15に整理した結果を示す。 

【岩相】 

表層 0.95mまでは、崖錐堆積物である。0.95～7.63mは、縞状片麻岩であるが、地すべり移動体の

可能性が高い。7.63～9.20m間は、角礫質堆積物である。以深は、縞状片麻岩、砂質片麻岩を主体と

するが、ペグマタイトの小岩脈の貫入が多い傾向がある。その他に、47.0～48.4m及び 53.6～57.13m

間に中粒花崗岩の比較的まとまった分布がある。 

72.52m以深 87m（余掘り区間）までは、全般に熱水変質によって脱色化を受けている。 

82.80m 以深では、概ね 2 系統の低角せん断面が複合し、これに挟まれる楔状岩片がせん断変位を受

けている。また、楔状岩片内では、ほとんど鉛直方向の片麻状構造面に沿って展張性の破断が認めら

れ、多数の 1㎜未満幅の黒色細脈（シュードタキライト？）が入っている。したがって、これらの割

れ目は、ほぼ水平方向の最大圧縮応力によって形成された割れ目群と考えられる。 

【破砕帯】 

物質境界として顕著な破砕帯は、20.8m（破砕度区分「4」：N20E/49W）及びその直下の 21.18～21.47m

（破砕度区分「Cl」：N89W/7NE）の構造性破砕帯である。この破砕帯は、これより浅部の比較的良

質岩盤が分布する範囲とこの下位に断続的に分布する熱水変質を受けて褐色化した範囲の境界となっ

ている。これを挟む上下盤の片麻岩類の走向傾斜は、N傾斜から S傾斜に変化している。包括的 SL-4

ブロックの境界となっている可能性があるが、その連続性やブロック境界面との位置関係について未

詳の点が多い。 

また全般的な熱水変質状況が変化する位置の境界面として、33.05～33.55m（破砕度区分「3」：上盤

N32E/52NW、下盤 N22E/37NW）間の構造性破砕帯がある。この範囲以深にはややカタクレーサイ

ト化した岩盤が分布しており、この下位に花崗岩が分布するなど SS-12との岩相上の共通点が見られ

る。 

また、上記したように 72.52m以深 87m（余掘り区間）までは、全般に熱水変質によって脱色化を受

けており、大規模なものではないが、全般にせん断変形を受けている。 

【水位変化】 

孔内水位は、掘削とともに順次低下し、安定水位は深度 58m付近である。 

角礫質堆積物の上下でやや孔内水位の滞留が見られるが、その後は孔底まで完全漏水層が連続する。 

【BHS解析結果】 

■片麻状構造面は、N31E/60NW～N66E/60N に極がある。その他、同走向/逆傾斜のものも認められる。

前者が深度 20.8m の破砕帯上盤のものであり、後者が下盤のものである。斜面に対しては全般に高角

流れ盤の構造を持っているが、走向がN-Sに近いものほど傾斜が45°程度まで小さくなる傾向がある。 

■破砕帯構造面の極は、N41E/61NW に求められる。全般に走向が N-S に近いものほど、傾斜が 45°程

度まで小さくなる傾向がある。全般に集中度が低い。 

■累積開口量曲線は深度 61m～64m 間の割れ目の開口度が大きく（40 ㎜）、これ以浅では一様に割れ目

の開口度が累積する。角礫質堆積物の直下で開口量が大きく増加する。累積開口量は 200 ㎜に達する。
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図-4.5.13 J2-6 孔の調査結果(1) 
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図-4.5.13 J2-6 孔の調査結果(2) 
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図-4.5.14 BHS 測定結果による割れ目系解析結果(J2-6 孔) 
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図-4.5.15 孔内水位変化図と地下水帯判定(J2-6 孔) 
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